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リーベル紺角署さんの芦

～現在 仕事をがんばつています !～

突学翠翼覆に新 衛 で個んでいた行 、新雰彦呑笠狭とぃぅ幕↓置がぁるのを知り約粍を鉗おしました。翼新は

週 2回ほどの通所から始めて、体朽 をつける運動や、コミュニケーシヨンの訓糠を経設しました。作業訓糠で

長時間同じ作業をすることができるようになつたり、人と接することや会話が増えて会話に棧れるようになつ

たりしたことが良かつたです。株折やコミュニケーションに自信がついてきた頃に、就衛屠罰を始めました。

薪当が面接の探省 をしてくれたり、面接についてきてくれたり、履歴讐を添削してもらつたり等フォローして

いただき、就箱することができました。

動は寧ぃですが、自分で匙採して留動してぃます。在拳は芋皓を賀えたり、浮諧越りに農えることが哭盤で

すが、現注もフルタイムで梅Fいてぃます。自分で百うのは恥ずかしいですが、職場では上手くコミュニケーシヨ

ンを∵い、発聖ゃ筒幡と拝慎くゃれているように懲じています。紹 移呑笠髪で£た程談が任拳で培かせて

いるように感じています。

仕事を 1年以上安定して続けられており、貯金もできていることもあつて、

誕ピ 凸と日頃の感封の気持ちを込めて母ヘプレゼントを送ろうと思つていま

す。母には子供の頃から今までとてもお世話になつていて、訴から街か恩返し
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ぜんたい1'ん もゅうかい

リーベルネットワTク全体研修会
『ピアサポートを留

ヾ
える～雪撃署ふら曳る冒がい福祉～』

八妾帝の箔荘罫箇の硝にも「ピアの普税」が掲げられ、是履髯劃笠裟センター

『かたろい』ではピアサポーターの育成に取り組んでいます。現在、新覧層害あ

ピアサポーター1名が鋸罰をしており、失明された労の琴後の生活のポ安、自梗の

使い方などのご相談を受け、対縣されています。

『ピア(peer)』とは癸争で秤揖、舌襦とぃぅ慧除で、簡じょぅな立場や境遇経談

等を共にする人たちを留す言葉を発し、『ピァサポーター(peer supporter)』
とは、管らも冒筈や疾鵜等の程談を鳥ち、それらの程談を培かしながら、剣災撥勧

の現場辱で冒き、仲間(ピア)のために支援やサービスを提預する方のことを告います。当睾署ならではの、

≦撃署しか参からない懲貨や慧ぃなど、寄り添われている整を見ると、改めてピアサポーターのアの大きさ

に感割しています。今後も、見践で多くのビアサポーターの人耕が増えて欲しいと願つています。その為には私

たちがまず、『ピア』とは街か学ぶことから始めることが必要と思い、研修会を企画いたしました。

6月 20首、『かたろい』ピアサポーターの大津望窓さんを講師とし、ピアサポーターとは街か?そして、自
し
勢の

程談を港まえたリカバリーストーリーを発えて需盤をしていただきました。

大津さんは3年ほど話からピアサポーターとして活罰を始めていますが、督身も10攣ほど話に鴇気により

粧拓をほぼ失い、会社を退葡したりでを掌教さざるを得なくなつたりして生活がす盤し、繕糟雨に落ち込み

自宅に引きこもつた程談がぁりました。人生の転機となつたのが麒 罰糠で同じ層筈や聴 の『ピア』と邑会

つたことでした。明る<生活を送つている『ピア』と勃1器を共にし、『ピア』がお互いに経談を伝え各つたり分かち

合つたりしており、その光景に人生を諦めかけていた大津さんは人生のWを感じたそうです。『ピア』だから
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むことに繋がると呼

ヾ
えられ、ピアサポータ下の関わりに朝脊されています。

器穆会覆は酔攣簡採にべんがら藉で懇親会を錦確しました。八豊亀農の催:がい浩荘ぎ禦器辱からも0紹が

参加され、楽しい時間を過ごされていました。
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～色、咲 せるプロジエクト～
～まご逐ろ繋がるア中卜展～を開催しまひた !

「蟹、農かせるプロジエクト」とは、八妾亀農の櫂:がい党・署によるアート棒路の護宗

やオリジナル作品等の販売を行うプロジエクトの名称です。その第1弾として、まごこ

ろ繋がるアート醍を5函 26首～6宵¬3+百の朝指、八豊希穫論階の展宗スペースで

開催しました。調簡零、八妾亀農にある健:がい響括曇ゃ晟誤優辱ディサービス、デイヶ
ア等を利用している皆さんが制棒した絵画や手袈驚などを展示しました。新めての

調確でしたが、策識の指に い 、

こんご

いただきました。今後も

ク

たくさんの応援の声を

いただきました

:墾寧
:筆事

「リーベル利用者さんの声(上調墨挙)」の日さんの担当相談員として3攣ほどお付き合い

させていただいています。仕事も安定され、サービスは怒7しましたが、塔箇「母に街を

プレゼントしたらいいかわからない」と告つたぉ声から、プレゼント選びを一緒に行い

ました。誓んで話さるといいなあ～                    (A・ Y)
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層令和7年度リーベル累ット彩―ク岱同研修会』を開催 ～八女市 障 がい者等 自立支援協議会の開催～

琴牢慶の1営冒となる八豊詣てがぃ署辱旨笠竪緩協議公が、6胃17盲に開催されました。まず贈めに、量摯
稲獣睾 センターやリーベルネットワーク婆義の答響【婆、砧践留罰黒 センターかたろい、砧酌 誕酸セ
ンターすいれんから昨年度の事業および聟鋭年F書を緒

'い

、ネットワーク婆義の答郎姿については、今年度の
将劃報 についても顎書しました。その硝では、熱 解摂堕書i会として「需濡磯 にも封絡した鮎践雹揺ヶァ
システム」について考|えていく吉呂会をスタートさせることに承認していただきました。
許出の市議会でも隈罰した「催:がぃ党サービス」について、羅員彗禦器の選署についての塾紫などの整構が
豚姜とぃぅ讐党をいただいていましたので、朝 継議して姜粋等について詠器を%Pいました。琴牢贋を凸込に
感 の鞘 です。

ゝ

8胃 81首 (整 )、八姿詣砦告涵腔当艶勝ぎ痛飴にて八妾キ琳 婆室婆と春聞で締 会を錦櫂しました。雪旨
は掌緩餡探響23濶肖ё婿皆婆撃 答む)30紹、締 餡潔署14穣機23紹、春罫53紹の季瑞となりました。
前牢度、ちくご砧践ュースサポート不豊桜賃狭書i婆の象監笑当にご需鑽いただき、「もう笙琶舌きたぃ」「もつ
と撃 を聞きたかつた」と多くの声がありましたので、今回、「学緩に行きづらい子の見導りと進隧」というテーマ

で再度宋強笑娑にご需駿いただきました。
学緩坐紹の中で「曽亀とはなんだろう」と暫追の定義を説明され、親や自分たちは暗黙のうちに「扱 いやすい

子ども」のことを「暫焔」と考 えているのではないか。また、以前は学校に行くのが当たり話で「学羅に行かな

い」という選択i黄や「学緩に持かない自協」は子ども達にはなかったのではないだろうか。不登校とは、子どもが
「環なことを拒否する権駒」「媒な場所から逸げる権駒」であり、掌援に持かない縫狼i髪は子ども蓬の「智協が等
られた」と告い換えることができる、等のさまざまな体験や視点からお筆学ぃただきました。
蓼瑞された箸衛からも「黎が荷を告っても呼

(え

ても良ぃとは慧ぃますが、その当渉の習
く
えや実讐を給峯へn

し付けて、相手を自券の 力 で変えてしまおうとするのは危険ではないか」「一番不足しているのは人の心 の

余裕ではないか」「不豊穫の皐どもは学展に各けなかつた鶴勇

に自分はどういう人間かをよく考 えているという言葉が印象

に残つた」などの声がありました。

審箇も羅薯の硝、蓼瑞してぃただぃた警様と琴獲もつな
がり控鴇を図りながら多くの子ども達が「普通」という枠に

とらわれず成長していけるようにサポートしていきたいと

感じています。

そのれ、婆豊からの響党として、「答響【答の鱈割においては層がぃ雪当署ゃその象秩の讐党を入れていくこ
とを求めたい」といったものや「医療的ケア児の災害蒔の運摯笠機についても地域として呼

(ぇ

てぃってもらい

たい」といつた意見もあがつていました。

その他として、八日―ワークから八女≒の催:がい響達埓
の竹ギアについて覇書をいただき、答耗6筆琶の権:がい署
雇用の醤孫署が169紹、撃薮が舗努継喬笠狭A望の利穐署
であること、そこからのステップアップが遷まない写侵書がぁり
10月から始まる「新器舞鐵理露濃」に朝詩しているとの撃を
いただきました。砧践としても鵡婦露選損録 」について
綴 業器馨との鵠 奏撲を∵っています。
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日本精神保健福祉士協会全国大会第60回

第24
にほ んせいしんほ けん ふ く し しがっかいがくじゅつしゅうかい

日本精神保健福祉士学会学術集会

さん かほうこく うんえいい い ん
～参加報告(運営委員として)～

「
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ねんちょうじ  ほ し ゃ む  せつめいかい
～年長児の保護者向け説明会～ メどヽ  ヽ     か ヽヽ

5街 20暫「小辞勇財鰹挙に向けての罰鵠婆」を錦灌しました。
「来年4月から小学校入学。学校?クラス?放課後は?どうしよう」年長さんの係謹著の方は、毎年このような
怒舌」を鑓えながら1攣出を通ごされます。八妾詣だがぃ署鷲拳稲獣笠裟センターや卦歯稲獣彗業器にも簡じ
稲凱があり、新めて罰鵠婆を開催しました。動 署は、像建築鞘4紹、出粽顧尚24紹、罫38紹でした。
闘蓉は箸整雪署(勃確叢鍵聟会、学豊保番、卦 センター、捨確築発鑑農事業)ん らヽ罰鵠をしました。
①入学までのスケージュール罰鵠。学緩(梼舟]笠狭・剋最)・クラス(記マ・梼飼賃裟・確副心の琴菅や約将又薮な
どの報告。

② 一般学童の申し込みや、支援が必要な児童への対応。

③朧 辱デイの約焉。
④ 療育等支援事業の活用。

少し詰め込み過ぎた態じもありましたが、説明会後、保護著筒坐で勢をされたり、各担当者へ確繁されたり、特傷こ

支狭薮誉≦の個別相談へ申し込みをされたり、進路を考 える第1歩にはなつたと感じました。 当日は保護者の

肥、罫箇稲鉄の行も多顎萎瑞いただき、W遭の情類を可 智できたことも、琴覆の笠機に培かせると態います。
啓単卍伽錦櫂を驚発し、係誰箸がポ娑なく、子どもの超鋸を選額できるように贔りれんで持きます。

8街 22暫～23暫の2営騰、目珠津鉾叩哉蝕首謎≡爾婆整箇哭姿に進警婆望として参瑞し、撃んできました。
今率は橋闊繁耳膀輌輔詰で60固の罫遭となる哭会が開確され、整箇から綺1,200宅の指が梁撞し、措締灘
盤馨離 の案業を奨に前リヱげる輯↓ぽギ罰～ここから盆わる、橋聞から盆える～」という哭婆テーマの発、
楷瀞配 に蓑められている獲凱や授器とは特なのか?だ梨を呼

ヾ
えさせられる哭婆でした。

紺 旨身新めての哭婆蓼瑞で、プレ茎置から繰芦な需横、精資丞開藷選、テーマ飼の絆 辱で闘碁が邑りだ

くさんであり、参加署の駅にも圧倒されていたこと、さらに、運営委員の種期を全うすることで頭がいつぱい

でした。

哭姿を超じて、男製 の哭姿に向けた慧気込み、蓼娩署の撃びに鶏する慧級を議<懲じるとともに、紺普勢
も箸経プログラムを砕開したいとぃぅ諮ぃ勇舟ちを懲じるようになりました。旨葺のポ煽醤もありますが、知ら
ないことを知るに盆えることの緊しさ、官 らの意思で学び続けることの大切さを認義することができました。

凸邑耕讚を替め、事後も綸 雨に精会の解割に蓼瑞していきたぃと憲ぃます。(T・ S)
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